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第 6 章 タスクフォース別レポート 
 
 
ETTF：教育訓練タスクフォース 
 
 
背景/考慮事項 
 

GIF 教育訓練タスクフォース（ETTF）は、オープンな教育訓練（E&T）を強化するた

めのプラットフォームとして、また第 4 世代国際フォーラムを支援する人々や組織のコミ

ュニケーションとネットワーキングを強化するために 2015 年に発足した。タスクフォース

の主な目的は、以下によって E&T を促進することに焦点を当てている。 
 
1. 現在の訓練コースを特定して、宣伝する。 
2. 他の国際的な E&T 組織との協力を確認して、協力する。 
3. 第 4 世代システムおよび関連する分野横断的なトピックに特化したウェビナーシリ

ーズを開発し、国内および国際レベルでそれらを宣伝する。 
4. GIF の研究開発（R&D）トピック、および関連する GIF E&T 活動に関する情報と

アイデアを交換するために、最新のソーシャルメディア・プラットフォーム

（LinkedIn www.linkedin.com/groups/8416234）を作成および維持する。 
 
 
2019 年の主な成果 
 
ウェビナーの開発は、このタスクフォースの主な活動の 1 つである。これは、若い科学

者だけでなく、管理者、主要な意思決定者、および一般の人々にも先進原子炉に関する情

報を提供し、予測される利点だけでなく、開発すべき重要な R&D、学んだ教訓と知識の管

理と保存、現在の研究および既存のプロジェクトを紹介して、関心を高めることを目的と

している。 
 

ETTF は、ウェビナーの開発に関する科学的および技術的情報の交換を促進するために、

第 4 世代システムに積極的に関与している大学および原子力組織との協力団体を設立した

（表 ETTF1）。 
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表 ETTF 1. ウェビナーの開発に関わる組織 
US Department of Energy –  Office of 
Nuclear Energy（米国） 

Université de Lille 1（フランス） 

Institute of Energy and Environment, 
Youngsan University（韓国） 

Paul Scherrer Institute（スイス） 

Commissariat à l’Energie Atomique et 
aux Energies Alternatives（フランス） 

Euratom（EU） 

Argonne National Laboratory（米国） Institute of Physics and Power 
Engineering（ロシア） 

Canadian Nuclear Laboratories（カナダ） Ansaldo Nucleare（イタリア） 
University of California, Berkeley（米国） Kurchatov Institute（ロシア） 
US Naval Postgraduate School（米国） Brookhaven National Laboratory（米国） 
Nuclear Energy Agency SCK.CEN（ベルギー） 
Idaho National Laboratory（米国） Los Alamos National Laboratory（米国） 
Nuclear National Laboratory（英国） INET, Tsinghua University（中国） 
Research Center Řež（チェコ共和国） Japan Atomic Energy Agency（日本） 
National Research Nuclear University 
“MEPhI” （ロシア） 

Idaho State University（米国） 

Colorado School of Mines（米国） Oak Ridge National Laboratory（米国） 
 

ETTF は、アクセスが簡単で無料であるため、ウェビナーを開催し、この最新のインター

ネットテクノロジーを活用して、より多くの視聴者の関心を引くことにした。したがって、

第 4 世代システムの訓練を促進し、知識のある人員を確実に存在させるために、2016 年以

降、先進原子炉システムと分野横断的な主題に固有のトピックに関する一連のウェビナー

を作成し、一般に公開した。これらのウェビナーは、再訓練コースまたは特定のトピック

のより良い理解を必要とする可能性のあるすでに人員となっている者からより一般の人々

にまで興味を持たせることを目的としている。第 4 世代原子炉専門家（通常は GIF メンバ

ー）が提供するワールドクラスのウェビナーは、多くの人々（品質保証担当者、データ検

証者、技術者、マネージャー、規制当局、およびその仕事で第 4 世代原子炉の概念の理解

を深める必要のある人々など）に役立つ。36 のウェビナーが開発され、記録され、GIF オ

ープン Web サイトにアーカイブされている。GIF シンポジウム（2018 年 10 月にパリで開

催）では、エレベーターピッチチャレンジ（elevator pitch challenge：EPiC）コンテスト

を開催し、コンテストで優勝した 3 人の優秀な学生がウェビナーでプレゼンテーションを

行ったことは特筆に値する（表 ETTF 2）。米国原子力学会の冬季会議（ワシントン DC、

2019 年 11 月）では、「Pitch your PhD」と呼ばれる同様のイベントが開催された。優勝者

の Dr Coddy Wiggins は、2020 年 12 月に「Development of Multiple-Particle Positron 
Emission Particle Tracking for Flow Measurement」というタイトルのプレゼンテーショ

ンをウェビナーで行った。 
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表 ETTF 2. GIF ウェビナーシリーズ（2016 年 9 月から 2019 年 12 月） 

 
 
 
ウェビナーは、表 ETTF 3 に示すように、2020 年 1 月から 2020 年 6 月まですでに計画

されている。 
 

表 ETTF 3. 2020 年 6 月までに計画されている GIF ウェビナー 
2020 年 1 月から 12 月までに計画されているウェビナー 

Thermal-hydraulics in Liquid Metal Fast Reactors, Antoine Gerschenfeld, CEA, France
（2020 年 1 月） 
SFR Safety Design Criteria (SDC) and Safety Design Guidelines (SDGs), Shigenobu 
Kubo, JAEA, Japan（2020 年 2 月） 
MicroReactors: A Technology Option for Accelerated Innovation, Jee Gehin (INL and DV 
Rao LANL), United States（2020 年 3 月） 
GIF VHTR Hydrogen Production Project Management Board, Sam Suppiah, CNL, 
Canada（2020 年 4 月） 
Performance Assessments for Fuels and Materials for Advanced Nuclear Reactors, 
Daniel LaBrier, ISU, United States 
Comparison of 16 Reactors Neutronic Performance in Closed Th-U and U-Pu cycles, Jiri 
Krepel, PSI, Switzerland（2020 年 6 月） 
 

2019 年 8 月の時点で、ライブのウェブ放送への参加者は合計 1,906 人で、オンラインア

ーカイブに記録されたウェビナーの再生回数は 3,332回で、3年間で合計 5,238回であった。 
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GIF ウェビナーの参加者には、連邦政府機関、国立研究所、さまざまな州政府機関、大

学、国際機関、請負業者、商業組織などの複数の組織の代表者が含まれる。図 ETTF1 は、

プレゼンテーションされた 35 のウェビナーの GIF ウェビナー参加分布を示している。ウェ

ビナーの参加者の 35％が国際機関からの参加者であることに注目することが重要である。

組織タイプの中で最も参加が多いのは、州機関の代表者である。 
 

図 ETTF 1. 2019 年 12 月現在の 35 のウェビナーの組織タイプ 

 
 
 

図 ETTF.2. 2019 年 7 月 1～3 日の溶融塩ブートキャンプ 

 
 
 

2019 年 7 月 1～3 日にオランダのデルフト工科大学で開催された「Molten Salt Summer 
Boot Camp（溶融塩サマーブートキャンプ）」には、GIF ETTF の代表としてカリフォルニ

ア大学バークレー校の M.Fratoni 教授が参加した。 
 

ETTF の活動をまとめた「The GIF Webinars, Past, Present and Future」というタイト

ルの論文が、2019 年 9 月にシアトルで開催された国際会議 Global 2019 で発表された。こ
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の会議では、Il Soon Hwang 教授と Patricia Paviet 博士が、パネルセッション「Building 
Next Generation Nuclear: Enabling Succession Planning to Create and Maintain a Well 
Educated Worksfoce in the Nuclear Energy Sector（次世代原子力の構築：原子力部門で

十分な教育を受けたワークスフォースを作成および維持するための後継者計画の実現）」で

GIF ETTF を代表して参加した。このパネルは、燃料サイクルにおける将来のソートリー

ダーシップを推進するために、より高いレベルのスキルと主題専門家の健全で多様な人材

パイプラインを維持および成長させることに関して、原子力セクターの主な課題のいくつ

かに取り組んだ。 
 
このタスクフォースの実行可能性とダイナミズムを証明するこれらの優れた結果により

（図 ETTF 3 参照）、2019 年 10 月の GIF 政策グループ会議で、このタスクフォースをワ

ーキンググループに変えることが決定された。したがって、E&T タスクフォース（ETTF）
は E&T ワーキンググループ（ETWG）に変わる。これにより、ウェビナーシリーズに加え

て、いくつかの中期/長期的な行動をじっくり考えることになるであろう。最初の ETWG の

顔合わせは 2020 年に行われ、共通の GIF 教育・訓練ビジョンについて話し合い、提案が

行われる予定である。 
 
図 ETTF3.  GIF シンポジウムの 3 つの「最高の学生受賞コンテスト」の 1 つである

FangChen のウェビナープレゼンテーション中の最初の ETTFSelfie イベント 

 
 
 

ETTF の Patricia 
Paviet 議長とすべ

ての貢献者 
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SDC-TF：安全設計基準タスクフォース 
 
安全設計基準タスクフォース（SDC-TF）は、2 つ目のガイドラインとなる SFR 安全設

計ガイドラインレポート「Safety Design Guidelines on Structures, Systems and 
Components for Generation IV Sodium-cooled Fast Reactor Systems（第 4 世代ナトリウ

ム冷却高速炉システムの構造、システム、およびコンポーネントに関する安全設計ガイド

ライン）」(SSC SDG)の最初の草稿を完成させ、OECD/NEA の先進原子炉の安全に関する

ワーキンググループ（WGSAR）と IAEA からの外部フィードバックを反映して、最初のガ

イドラインである「Guidelines on Safety Approach and Design Conditions of Generation 
IV SFR Systems（第 4 世代 SFR システムの安全アプローチと設計条件に関するガイドラ

イン）」（SA SDG）を改訂した。 
 

SDC-TF は、フェーズ I 活動の成果として 2013 年に SFR 安全設計基準（SDC）レポー

トを完成させ、国際組織（IAEA、MDEP、NEA/CNRA、および有効な SFR 開発プログラ

ムを有す GIF 加盟国、つまり中国、EC、フランス、日本、韓国、ロシア、米国の規制機関）

に配布し、それら国際組織からのコメントに基づいてレポートを修正した。SDC-TF は、

レポートを修正するために、2016 年に発行された IAEA SSR 2/1 改訂 1 の多くの技術的記

述を採用した。これには、TEPCO の福島第一原発事故から学んだ教訓を反映する新しい規

定も含まれている。SDC-TF は、GIF 専門家グループ（EG）と政策グループ（PG）が承

認した後、2017 年に改訂した SFR SDC レポートを発表した。 
 

SDC-TF は、SDC を満たし、SFR 固有の安全問題に対処する方法に関する一連の推奨事

項として、SFR 安全設計ガイドラインを作成している。SA SDG の目的は、技術的な問題

を明確にし、さまざまな設計オプションと共に推奨事項を提供することにより、SDC の第

4 世代 SFR 設計トラックへの実際の適用を促進することである。ガイドラインでは、重大

な事故の防止と軽減、実際に排除すべき状況（熱除去の喪失に関連する問題など）、および

SFR 反応度特性の考慮事項が説明されている。SDC-TF は、外部レビューを受けるために、

SA SDG を NEA GSAR（NEA WGSAR の前身）と IAEA に送った。SDC-TF は、IAEA
からの 23 のコメントおよび WGSAR からの 128 のコメントに対する解答を修正した SA 
SDG レポートに盛り込み、コメントを求めるために、2019 年に改訂版を GIF EG メンバ

ーに送った。 
 

SSC SDG の目的は、設計プロセスで SDC を実際に適用する際に、その設計で最高レベ

ルの安全性を確保できるように、SFR 設計者を指導および支援することである。SSC SDG
は、SA SDG の推奨事項と各 SSC 設計との架け橋となっている。さらに、SSC SDG には、

SAS DGで扱われていない SDCレポートの要件を満たすための推奨事項が記載されている。

SSC SDG の推奨事項には、原子炉停止機能喪失事象（Anticipated Transient Without 
Scram：ATWS）に対する SFR の反応度特性を考慮した対策、および炉心の露出と崩壊熱

除去機能の完全な喪失を実際に排除するための対策が含まれている。SA SDG で扱われて

いない推奨事項は、高温、放射線条件下での燃料と材料、およびナトリウム火災、ナトリ

ウム-水反応、格納システムの負荷要因などのさまざまな危険に対する対策に関するもので

ある（たとえば、図 SDCTF1 は、SSC SDG 開発に向けた検討プロセスを示している。）。

SSC SDG では、炉心システム、冷却材システム、および格納システムの 3 つの基本的な安

全システムが説明されている（具体的に言うと、表 SDCTF1 に記載されている SFR 固有

の安全機能に関する選択された 14 の焦点が含まれている。）。SDC-TF は、第 4 世代 SFR
システムの設計特性、および IAEA NS-G シリーズの説明、定義、およびフォーマットを参

照して、推奨事項を作成した。現在の SSC SDG は主に主要コンポーネントを取り上げてい

るが、燃料処理や燃料貯蔵システムなどの他の SSC も扱う予定である。2019 年、SDC-TF
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は、外部レビューを受けるために、SSC SDG を OECD/NEA WGSAR および IAEA 原子力

部門に送った。 
 
世界中で開発されている次世代の先進 LMFR に関しては、GIF と IAEA は、安全アプロ

ーチ、安全要件、SDC、および SDG の調和に共通の関心を持っている。これは、特に 2011
年の TEPCO の事故後、重要なトピックになった。それにより、原子力の安全性への注目

が高まり、現在稼働中の既存の原子炉と新しい設計の原子炉の国際的な枠組みの重要性が

高まっている。2010 年以降、GIF-IAEA 協力の枠組みの中で、SFR の安全性に関する合同

IAEA-GIF 技術会議は 8 回開催されている。SSC SDG は、2019 年 3 月にウィーンで開催

された第 8 回 IAEA-GIF ワークショップで発表された。 
 

図 SDCTF 1. SSC SDG の検討プロセス 

 
 

表 SDCTF 1. SFR 固有の安全機能 
システム 安全機能 焦点 SDC 安全アプローチ

に関する SDG 
原子炉の炉心シ

ステム 
炉心燃料の完全性

維持 
1. 高温、高内圧、高放射条件に耐える燃料設計 ✔  
2. 炉心の冷却性を維持する炉心設計 ✔ ✔ 

反応度制御 3. 稼働中の原子炉の停止 ✔ ✔ 
4. 固有の反応度フィードバックと受動反応度低

減を用いた原子炉停止 
✔ ✔ 

5. 炉心損傷事故時の重大なエネルギー放出の防

止（炉容器内終息） 
✔ ✔ 

冷却システム コンポーネントの

完全性維持 
6. 高温および低圧条件に耐えるコンポーネント

設計 
✔  

一次冷却システム 7. カバーガスとその境界 ✔  
8. 原子炉レベルを維持するための措置 ✔ ✔ 

ナトリウムの化学

反応対策 
9. ナトリウム漏えい対策 ✔  
10. ナトリウム-水反応対策 ✔  

崩壊熱除去 11. ナトリウムの自然循環の適用 ✔ ✔ 
12. 信頼性の維持（多様性と冗長性） ✔ ✔ 

格納システム 設計概念と負荷率 13. 封じ込め境界の形成とその負荷 ✔  
閉じ込め境界 14. 二次冷却システムの封じ込め機能 ✔  
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SDC-TF は、以下に記載する SFR 安全文書を作成し、そのミッション(これらは現在レビ

ュー中である）のほとんどを正常に完了した。 
 
 第 4 世代ナトリウム冷却高速炉システムの安全設計基準 
 第 4 世代ナトリウム冷却高速炉システムの安全アプローチと設計条件に関する安全

設計ガイドライン 
 第 4 世代ナトリウム冷却高速炉システムの構造、システム、およびコンポーネント

に関する安全設計ガイドライン 
 
残りのトピックについて議論するために、SDC-TF メンバーは SDC-TF が GIF PG 会議

（2019 年 10 月、中国威海市）で RSWG に参加することを GIF PG に提案し、PG はそれ

を承認した。SDC-TF メンバーは、2020 年 4 月の RSWG 会議から新メンバーとして RSWG
に参加する。 
 

SDC-TF の Shigenobu 
Kubo 議長とすべての

貢献者 
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AMME TF：先進製造・材料工学タスクフォース 
 
 
背景 
 
将来の第 4 世代原子炉の配備には、従来の原子炉構造材料と改良された材料設計の両方

をうまく利用し、コストや時間を削減できる最新の先進製造技術を利用する必要がある。

ただし、ほとんどの原子力設計コードは、通常、適格な材料とプロセスのみを使用できる

ことを規定する規則哲学による設計を利用している。新しい材料または新しい製造プロセ

スを認定することは、長くて曲がりくねったプロセスである可能性があり、それに伴う長

いリードタイムは、産業規模での新しいまたは最適化された材料およびプロセスの市場参

入に対する事実上および結果的な障壁を生み出す。 
 
まとめると、これらの問題は、第 4 世代原子炉の市場参入、および 6 つの第 4 世代原子

炉システムに利益をもたらす材料と製造ソリューションの開発に対する障壁となる。さら

に、先進製造の開発は、イノベーションを阻害し、展開を妨げる可能性がある新しい材料

と方法を設計コードに導入する能力よりも早期に行われている。GIF の先進製造・材料工

学タスクフォースは、共同研究開発を利用して、第 4 世代および同等の先進原子炉の配備

までの時間を短縮できるようにそのような先進技術を可能にする方法を調査するために設

立された。 
 
タスクフォースの当初の主な目的は、以下によって、先進製造・材料工学における GIF

の分野横断的な活動の実現可能性の評価を実施することであった。 
 
 高い技術成熟度レベル(Technology Readiness Level：TRL)までの先進材料・製造ソ

リューションをサポートする GIF の分野横断的な活動における、GIF 加盟国内の研

究機関と原子力会社の関心を評価する。 
 GIF 加盟国のリードおよび SME の先進原子炉企業を直接関与させるための明確に

特定されたメカニズムを備えた柔軟でアクセス可能なアプローチを開発および適用

する。 
 R&D 分野とイニシアチブの優先リストを作成する。 
 このトピックに関するこのような協力のメリットと難しさを特定し、今後の可能性

のある方法を特定するための白書を作成する。 
 
 
運用 
 
タスクフォースは、GIF 加盟者で構成されている。その最初の活動は、原子力産業の関

係者に手を差し伸べるメカニズムを特定することに焦点を当てていた。そのため、次の仮

説は、寄せられた意見から試験を行い、立てられた。 
 
「世界中にクリーンエネルギーを提供する先進原子炉システムの開発は、先進製造技術と

技術の開発における国際協力から利益を得ることができる。」. 
 
調査は、Survey Monkey（www.surveymonkey.com）を使用して行われ、仮説を試験す

るためのデータを取得した。この調査は、タスクフォース、専門家グループ、運営委員会

の代表者からの意見から特定された、200 を超える関連する原子力業界の窓口に送られた。 
 
次の利害関係者グループの代表者 
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 先進原子炉技術の設計者と開発者 
 研究機関および国立研究所 
 大学の原子力研究部門 
 安全当局 
 原子力産業の製造業者と供給業者 
 コードと標準化組織 
 原子力産業政策および事業者団体 

 
返信は 50 件弱であった。匿名で調査することも可能であったが、ほとんどすべての回答

者がフォローアップを容易にするために連絡先情報を提供した。このデータからは、回答

者の内訳が次のとおりであったことが示されている。 
 
 研究機関と国立研究所 46％ 
 先進原子炉技術の設計者および開発者 33％ 
 原子力産業の製造業者および供給業者 15％ 
 大学の原子力研究部門 8％ 
 原子力産業政策および事業者団体 5％ 
 コードと標準化組織 3％ 

 
嬉しいことに、10 ヵ国の GIF 加盟国からも回答があった。 

 
調査全体を踏まえると、多くの明確なメッセージが浮上した。コードの確立と規制当局

の承認の所得に協力することへの強い支持があった。回答者の 90％は、コードおよび標準

化組織による承認を先進製造の採用に対する最大の障壁と見なしている。また、この問題

に対処するために協力して最善を尽くす方法についても明確に好みが分かれた。ワークシ

ョップや会議への参加に全面的に関心を持っているが 87％、共同研究開発の機会を追求す

ることにも大きな関心があるが 59％で、現時点での先進製造への投資にはさほど関心がな

いが 26％で、バランスが取れている。これを踏まえると、回答者の関心はその組織の方向

性と一致している。大学はさらなる R&D を支持したが、ほとんどは投資することは望んで

いなかった。 
 
関心のある分野と優先順位に関する特定の質問への回答からは、コミュニティのニーズ

と関心に対する重要な洞察が得られた。関心が最も高いコンポーネントの種類に対しての

質問では、燃料被覆、燃料集合体、原子炉内部および熱伝達システム（例えば、IHX、蒸気

発生器の管など）の関心が高く、原子炉圧力容器の関心は低いという同等の意見を得た。

最大の価値があると思う先進製造技術についての質問では、被覆、コーティングおよび表

面改質技術が最も支持が高く、次に、溶接と接合および金属積層造形、そして製造後の処

理技術と新しい建設手法の支持が高かった。実際、記載した技術の 143 の個別評価のうち

「低い」または「非常に低い」とみなされたのは 21 だけであり、事実上すべての先進製造

方法が有利な方法であると考えられていた。 
 
前述のとおり、先進製造の採用の最大の障壁は何かという質問では、コードおよび規制

機関による承認と挙げたのが 90％であった。その他の主な懸念事項は、先進製造技術の質

および/または成熟度に関する不確実性に集中していた。興味深いことに、コストは中程度

の問題として考えられており、従来の原子力サプライチェーンに代わるものへのコミュニ

ティへの関心の高まりが示された。 
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先進製造が国際的に受け入れられる最善の道筋は何かという質問では、明確な意見の一

致があった。主な障壁が規制機関による受け入れと考えられていたことを踏まえると、実

際の使用で、実証と併せた試験と材料性能の組み合わせが圧倒的に一番の支持を得たこと

は驚くべきことではない。これに続いて、コードと標準および先進製造 R&D の組み合わせ

が高かった。 
 
予想通り、コードと標準での協力は、製造業者、コードと標準化組織、および業界団体

が最高と評価し、R&D での協力は、研究機関と国立研究所が最高と評価した。重要なのは、

実際の使用での実証をすべての利害関係者、中でもコードや標準化組織が支持したことで

ある。 
 
 
結論（または次のステップ） 
 
調査の結果は、GIF 加盟国の研究機関と原子力会社の両方が、先進材料・製造ソリュー

ションを高い技術成熟度レベル（TRL）までサポートする積極的な協力に非常に高い関心

を持っていることを示している。 
 
そのことから、AMME タスクフォースは、その活動に優先順位を付け、先進製造のファ

イル内の共同 R&D を使用して先進原子炉システムの展開までの時間を短縮する方法を調

査するために設計された国際ワークショップの提供に集中した。 
 

AMME タスクフォースの先進製造ワークショップを GIF RDTF が主催する別の GIF ワ

ークショップと組み合わせて、うまく活動している。両ワークショップを 2020 年 2 月 18
～20 日にパリの NEA で開催できるようになった。AMME ワークショップの構成は以下の

とおりである。 
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RDTF：R&D インフラストラクチャ・タスクフォース 
 
 
R&D インフラストラクチャ 
 

R&D から実証、展開までの今日の研究インフラストラクチャのニーズには、主要な科学

機器、科学的コレクション、構造化された情報、ICT ベースのインフラストラクチャが含

まれる。これらは単一の場所にあるか、いくつかの国に分散している。GIF 加盟国は、イ

ンフラストラクチャに関連するさまざまな問題に直面しており、その多くは世界的に独特

で、地域的に分散している。省庁から研究者や産業界に至るまで、多くの利害関係者が関

与している。また、電子インフラストラクチャの使用が根底にあり、その使用が増えてい

る。これらは、基礎研究と産業との交流の機会をもたらすが、それでも困難である。公的

および私的資金は常に不足しているようであり、単一の国だけでは大規模な研究インフラ

ストラクチャを備える最小必要量または規模が得られない。幅広く国際レベルで協力する

ことが本当に必要である。システムの概念的/詳細な設計と分析の実質的な研究開発と実証

（RD&D）が必要である。研究インフラストラクチャおよび施設の改修および/または建設

は、ますます複雑で費用がかかるものになっている。最新の R&D ニーズとインフラストラ

クチャのマッピングを特定することにより、既存の施設の共有使用を計画し、他の施設の

開発に着手する機会が得られる。最も重要な優先事項は、燃料サイクル、燃料と材料の照

射、原子炉の安全性、専用ループ、モックアップと試験施設、高度なシミュレーションと

検証ツール、インフラストラクチャへの国境を越えたアクセス、科学者とエンジニアの E&T
と知識管理（Knowledge Management：KM）の分野である。GIF メンバーは、新世代の

原子炉を再び迅速に前進させられるレベルまで、世界中の原子力 RD&D インフラストラク

チャの協調的な活性化を強く支援する。 
 
 
背景/考慮事項 
 
背景：2017 年 4 月 13～14 日にフランスのパリで開催された第 43 回 GIF 政策グループ

（PG）会議で、R&D インフラストラクチャに関する新しいタスクフォース（TF）を設け

ることが決定された。PG は、テクニカルディレクター（TD）に、外部協力を担当する PG
副議長および技術事務局（Technical Secretariat：TS）と協力して、GIF R&D インフラス

トラクチャ・タスクフォース（GIF RDTF）の考慮事項（Terms of Reference：ToR）を作

成するよう指示した。このタスクフォースは、短期間（2 年未満）でその目標を達成し、2018
年 10 月に開催された GIF シンポジウムを最大限に活用することが期待されている。 
 
目標：目標は、安全性とセキュリティの目的を達成するための活動を含め、第 4 世代コ

ンポーネントおよびシステムの開発、実証、および認定に必要な重要な R&D 実験施設を特

定することである。この目標のために、タスクフォースは 2018 年 10 月の GIF シンポジウ

ムに関するプレゼンテーションと資料を作成する必要がある。 
 
もう 1 つの目標は、GIF パートナー間の共同 R&D 活動のために実験施設の利用を促進す

ることである。この目標のために、GIF 加盟国の関連する R&D 施設へのアクセスを得るた

めの、組織の連絡先を含む既存のメカニズムとアプローチを特定する。この情報は、GIFWeb
サイトで GIF 参加者が利用できるようにする必要がある。 
 
組織：各第 4 世代システム運営委員会および暫定運営委員会（SSC および pSSC）は、

GIF RDTF の代表者を 1 人指名した。タスクフォースは、テクニカルディレクター（TD）、
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レビュー、質と完全性のために専門家グループ（EG）、および政策グループ（PG）に報告

を行う。GIF RDTF のメンバーは、必要に応じて、電話会議や GIF EG/PG の会議の場を

利用して、会議を開く。 2018 年 2 月にパリで開催された OECD/NEA での最初の会議か

ら、議長と 2 年間の作業計画が合意された。これにはマイルストーンと成果物が含まれ、

インフラストラクチャの分野で IAEAとNEAの関連作業を最大限に活用することが推奨さ

れた。パリで開催された 2018 年 10 月の GIF シンポジウムでの発表に間に合うように、最

初の目標が達成された。2019 年春までに当初計画されていた 2 番目の目標は延期され、GIF 
RDTFの 2つの目標が完了すれば、SSCと pSSCが、2020年半ば以降の作業の進展に伴い、

インフラストラクチャのニーズとアクセス手法の認識を維持すると思われる。 
 
 
2019 年の成果 
 
前述のニーズに応じて既存の実験施設を特定すると、いくつかのギャップが浮き彫りに

なった。計画された実験インフラストラクチャの構築、GIF 加盟国外での実験インフラス

トラクチャの利用可能性が議論された。 
 
また、GIF SSC（または pSSC）および EG グループの緊密なサポートを受けて、既存の

IAEA および NEA データベース（新設のインフラストラクチャまたは施設を含む）の更新

を提案する機会もあった。タスクフォースは、以下と共に、GIF 加盟国の最新の関連する

更新情報と R&D ニーズの見通しから恩恵を受けた。a）液体金属冷却高速中性子システム

施設の支援施設の IAEA データベースとその最新の概要、b）先進原子炉情報システム

（Advanced Reactor Information System：ARIS）、c）研究炉データベース（Research 
Reactor database：RRDB）、d）OECD/NEA の研究試験施設データベース（Research and 
Test Facilities DataBase：RTFDB）、e）SFR、GFR および現行及び先進原子炉のための

支援施設（Support Facilities for Existing and Advanced Reactors：SFEAR）に関する

OECD/NEA の先進実験施設タスクフォース（Task Group on Advanced Experimental 
Facilities：TAREF）、f）原子力システムの開発に必要な知識と施設（例えば、先進原子炉

イニシアチブとネットワークアレンジメント（ADvanced Reactor Initiative And Network 
Arrangement：ADRIANA）を構築するための国際協力イニシアチブと共同プロジェクト

（例えば、IAEA CRP、ICERR、NEA 共同プロジェクト、NEST、NI2050、EU/Euratom
プロジェクト）。 
 
安全性研究のニーズを特定および対処し、主要な規制問題を特定および解決するために、

2018 年 10 月から先進原子炉 WGSAR の安全性に関する NEA ワーキンググループとの交

流を開始する機会が持たれた。 
 

IAEA の液体金属冷却高速中性子システム（Liquid Metal-cooled Fast Neutron 
Systems：LMFNS）データベースの更新は、1 月の技術会議および 3 月末までの合同ワー

クショップの開催、また、その後数ヵ月間のケースバイケースの更新により、2019 年を通

じて行われた。要約すると、LMFNS は次のように更新された。a）43 の施設が更新された

（22 の LFR 施設と 21 の SFR 施設）、b）34 の新規施設が追加された（16 の SFR 施設と

18 の LFR 施設）、c）現在の LMFNS オンラインカタログには 180 の施設が含まれている

（86 の SFR、80 の LFR、および二重用途の 14 の施設）。IAEA LMFNS オンラインカタ

ログは、https://nucleus.iaea.org/sites/lmfns で公開されており、2019 年 8 月からオンライ

ンになっている。新しい更新情報を受け付けており、オンラインカタログに反映される。 
 
同様に、ガス冷却炉技術および実験施設（GCR および HTR）データベースの知識保存に
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関する IAEA技術会議が 2018年 12月に設置された。IAEAおよびGIF RTDFメンバーは、

特定された約 115 の施設の編集に尽力した。データベース「GCR と HTR」は 2019 年に作

成され、品質チェックが行われており、データベースは 2020 年半ばまでに利用可能になる

と思われる。そのため、GIF RDTF 参加者は、このような既存のデータベースの更新情報

を受け付けている。IAEA は 2 年ごとに情報を更新するはずである。GIF 政策グループも参

加し、完全な支援を提供する必要がある。 
 
専用のGIF RDTFレポートが 2019年に作成され、威海市（CN）で開催されたGIF EG/PG

会議で発表された。次の 3 つの主要セクションを完成させる必要がまだある。a）セクショ

ン IX‐分野横断的な R&D インフラストラクチャ、b）セクション X‐共同 R&D 活動のメ

カニズムとアプローチ、c）セクション XI‐主な推奨事項。目標は、2020 年 5 月までに、

以下のワークショップの主な推奨事項も統合して、EG メンバーによるレビューに利用でき

る完全なレポート草稿を作成することである。 
 

2020 年 2 月 18～20 日にフランスの Boulogne-Billancourt で、OECD/NEA による SMR
販売業者やサプライチェーン SME を含む原子力産業との GIF 国際ワークショップが開催

された。ワークショップは前半、先進製造に専念した（AMME レポートを参照）。ワーク

ショップの後半は、R&D インフラストラクチャのニーズと機会に関するものであった。こ

れには次の討論が含まれていた。：民間部門との関与、第 4 世代システムに関する民間部門

と公共部門間の協力の機会の特定、産業界および GIF の代表者を集めたネットワーキング

カクテル、政府機関と産業界の協力の例、民間部門の見解、SMR の展望。GIF 政策グルー

プ議長の Hideki Kamide 氏は、産業界、規制当局、GIF 加盟国および OECD/NEA の代表

者とともにワークショップを締めくくった。 
 
 
結論（および/または次のステップ） 
 
結果からは、GIF 加盟国内の研究機関と原子力会社の両方がワークショップで GIF メン

バーの組織を支援する積極的な協力に非常に大きな関心があることが示されている。 
2020 年の主な目標は、GIF RDTF レポートと関連するデータベースの更新を完成させるこ

とである。今後の方向性については、2020 年 5 月にオーストラリアのシドニーで開催され

る EG/PG 会議でも話し合われる。 
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